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Ｉはじめに

東山梨教育協議会は，東|｣｣梨地域全体の教育振興を願って，１９６４年（昭和３９年）に校長会・

教頭会・教連の三者が，県教委，各地教委の協力により設立され，４４年が経過しようとして

いる．これまでの活動の中で私たちは「平和を守り，真実を貫く民主教育の確立」のスローガ

ンのもと，平和で民主的な社会を作るための教育研究・実践が重要であることを確認し，とり

くんできた。また，管理職，教諭，専門職員が協同して組織研究を進め，東山梨地域の学校教

育の向上，教職員個人の質的な向上，教職員相互の強固なネットワークの構築をはかり，今に

至っている。

しかし，最近の子どもたち，学校教育を取りまく環境は非常に厳しさを増してきている．マ

スメディアによって何度も取り上げられた「学力低下」に対する不安の広がり，併せて２年目

となる全国学力調査の実施は，教職員のとまどいのみならず保護者の不安をも助長する結果に

なっている。また，昨年度末には，ゆとり教育路線を転換した新しい学習指導要領が公示され

た。この改訂は国際学力調査をはじめとする各種調査結果を受けての改訂であることはいうま

でもなく，「ゆとり教育」から，「国際競争」にうち勝ち「世界最高水準」の学力を「国家戦略」

によって付けていこうとする動きへ教育は大き変わろうとしている。

このような中にあって，私たちは，今までもそうであったように，時代の変遷に流されるの

ではなく，その流れに能動的且つ柔軟に対応した研究活動が展開できるよう，教育の不易と流

行をしっかりと捉え，子どもたちを中心に据えた深みのある教育研究活動を行ってくことが大

切であると考える。そして，子どもたちにとって本当に大切なものは何かを考え，どの子にも

楽しくわかる授業実践・教育実践を工夫するとりくみを進めていきたい。学習指導要領も改訂

され，変革の時期にさしかかっている今日，世の中が学校教育に対して目を向けている大きな

チャンスとして捉え，学校教育が真に子どもたちや社会のためになるよう授業実践・教育実践

を工夫するとりくみを進めていこうと考える．

Ⅱ研究の推進について

１研究の目標

基本目標「平和を守り真実を貫く民主教育の確立」

「国民の教育権の確立」

統一テーマ「人間性豊かな子どもの育成とその学習を保障する教育活動の探究」

２研究推進の基本的方針

(1)教協４４年目の歴史的重みや意義を重視し，東山梨の抱える今日的な教育課題解決のため

の研究を推進する。

(2)教育課程（カリキュラム）の自主創造的な編成を強化推進する。

(3)各学校の校内研究と教協研究との有機的結び付きとその充実を図る゜

(4)保護者・地域住民との連携を強化する。

(5)組織研究の意義を理解し充実発展させるために，積極的な参加意識の高揚と組織的参加体

制の確立を図る。

(6)平和・人権・環境教育を積極的に推進し，生命の尊さや平和の大切さの意識高揚を図る。

･６９‐ 



３研究の組織づくり

研究の基底は校内研究にあるとの認識に立ち，課題の本質に迫り，解決の方法・内容を考
えたり，専門的力量を高める教育研究部会と，同じ地域に勤めるものが課題を共有し，連携
をはかりながらその解決策を探るブロック交流研究会，さらに特別委員会を設け教協研究を
推進したご．以下，具体的に掲げる。

（１）教育研究部会

共通テーマ

「人間性豊かな子どもの育成と教科教育課程の自主創造的な編成をめざし，教育の本質を
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部会名 部長 学校名 ﾗアーーマ

１ 日本語

教育

小学校

中学校

掛本めぐみ

岩間梢

牧丘一小

山梨北中

豊かな表現力の育成一伝えあう力を高める指導の研究一

豊かな表現力の育成一伝えあう力を高める指導の研究一

２ 外国語教育 廣瀬芳樹 塩山中 基礎学力をつけるための指導工夫

３ 社会科

教育

小学校

中学校

那須栄樹

武井晴彦

塩山南'１、

笛川中

科学的社会認識を育てる授業研究

科学的社会認識を育てる授業研究

～身近な資料を用いた授業研究～

４ 算数．

数学科

教育

算数

数学

原藤生)1チ

田中美穂

後屋敷ﾉj、

塩山北中

子どもとつくる楽ｕ櫻業の創造

わかる授業の工夫と授業実践

－基礎学力の定着と考える力の育成一

』０

理科

教育

小学校

中学校

山元和香子

土屋美華

玉宮小

梨南中

わかる理科授業の創造

～楽しく学び，自然を豊かにとらえる理科授業をどのように進liI)るか～

わかる理科授業の創造

～新学習指導要領に基づくカリキュラムの研究～

６ 音楽科教育 宮澤みさ子 日jll小 音楽大好き！

～音楽のよさや美しさを感じたり表現したりしよう～

７ 美術・図工科

教育

小澤朋子 山梨南中 一人一人の力を引き出す題材と支援のあり方

８ 技術科教育 角田学政 塩山北中 ものづくりを通して生きる力を育てる指導研究

～特色ある栽培学習～

９ 家庭科教育 向山栄子 塩山北中 感じとり体験して生きる力が育つ授業づくり

１０ 保健体育科

（小学

教育

校）

金井巖 奥野田小 教材の本質をふまえた体育指導のあり方

~体つくり運動,各種の運動を通して～２年次

1１ 保健体育科教育

(中学校）

大澤祐子 塩山中 体育分野における授業の効果的な指導法

－指導形態や場の工夫一

1２ 保健教育 荒井恵子 八幡小 画児童･生徒が意欲的に取り組める健康教育をめざして

画

~健康教育の効果的な指導に役立つ教材教具づくり～

心身ともに健康な生活を送る子どもをどう育てるか

~健康な生活習慣への取り組み～

１３ 生活科教育 保坂 加納岩小 子どもが生き生きと学ぶ生活科

～気づきの質を高めるための支援のあり方～

1４ 自治的諸活動 高石圭子 大藤′1、 －人ひとりの自立をめざした学級づくり

実跨的にi自究する_」



(２）ブロック交流研究部会

共通テーマ

「地域が抱える教育課題を共有し・解決に向けた交流を行い，同一地域の小中連携や

小中の系統的な教育のあり方を追究する｡」

・内容について

ブロック名ブロック長
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】「０１ 生活指導 飯島聖華 山梨北中 すべての子どもへの心理的，教育的援助のあり方

1６ 障害児教育 矢崎よしみ 大藤小 一人ひとりの実態をふまえた支援のあり方

~自立をふまえて（どの子も共に生き共に育つ）～

1７ 福祉教育 青柳俊雄 塩山北小 小学校における福祉教育のあり方をさぐる

1８ 食教育 小林由紀子 山梨南中 食教育を考える～子どもたちのより良い食習慣づくり～

1９ iViM繊育&醗鷆 三枝剛 勝沼小 人権・平和・環境教育の広がりをめざして

2０ 環境教育 櫓垣貴子 祝小 ｢自然との共生」をめざした「環境教育」のあり方

~射鯛境や僧Miに対し主体的に関jl〕ることのできる子どもの育町

2１ 鰍雌上鮪Ⅲj〔''0樹 田辺胴二 勝沼小 情報活用能力を高める研究

2２ 進路教育 今年度休会

2３ 陽瀦ﾛＭ１難民上ＩＤ雛 古屋雅章 加納岩小 開かれた学校づくりをめざして

2４ 教育条件整備 名取美香 日下部小 豊かな教育を子どもたちに

2５ ｶﾘｷｭﾗﾑｸﾞくり上総静： 鈴木英仁 奥野田小 豊かで創造的なゆとりある教育課程の編成

～総合学習の可能性を今，社会へ発信しよう～

2６ 教育評価 今年度休会

ブロック名 ブロック長 ブロックテーマ

山梨支会
山梨北

ブロック

山梨南

ブロック

笛）|’

ブロック

小河｜|慎一

(後屋敷小）

武井美香

(山梨'1､）

堀内美紀

(牧丘一小）

○小中の連携を深め，山梨北ブロックの児童・生徒の指導に生か

す

○情報交換を通して，小中４校の望ましい連携のあり方を探る

○小・中学校の連携を深めるとともに，地域の様子や子どもたち

の実態を知り子どもたちの指導に生かしていこう

甲

州

支

会

塩山

ブロック

塩山北

ブロック

松里

ブロック

勝沼

ブロック

大和

ブロック

藤波貴

(塩山南'１，）

青柳仁美

(大藤小）

雨宮由縁

(井尻小）

山宮由紀

(勝沼小）

高添勉

(大和小）

○小中学校の交流を図る中で，地域の様子や子どもたちの様子を

知り連携して塩山中学区の子どもたちを育てていこう

○小・中学校の連携を通し，豊かな心を育む道徳教育の推進

～生命を尊重し，よりよい生き方を考える児童・生徒の育成を

めざして～

○同じ地域に学ぶ子どもたちの教育のために′j､・中・地域の交

流と連携を深めよう

○地域の特徴を知る

○小中学校の連携をはかり，同じ地域に生活する児童・生徒に対

する系統的な教育のあり方を追求する

○小中の連携を深め児童生徒の教育問題についてともに考えよう



（３）特別委員会

ア教育環境研究特別委員会

（委員長宿澤齊委員長委員…校長会・教頭会・教連・事務職）

イ児童生徒連絡協議会

（会長松里中学校生徒会会長深澤周平顧問教員數野透）

４部会運営

本年度は，教育研究部会２４部会，ブロック交流研究会８部会の成立をみた。教育研究部

会は年間１０回，ブロック交流研究会は年間３回設定し研究活動を行った。年間計画等，き

ちんとした見通しの上にたっての研究活動を更に推進していくことが重要である，

５研究日と研究集会

毎週水曜日を研究日とし，郡教協研究日以外は校内研究にあてるが，この確保の努力が不

十分の面もある。厳に校内行事等入れないで研究時間を確保してほしい、春季・秋季研究集

会は午後２時１０分から，冬季教研集会は午後３時３０分からの開催とした㈹

６研究推進地区

山梨支会を研究推進地区とし，山梨南中学校を会場に各種教研活動が行われた。

７教育講演会

８月１３日（水）はなかげホール

講師臨床教育研究所「虹」所長尾木直樹先生

演題「教育再生を考える」－学校を元気にするには－

Ⅲ今後の課題

学力低下論から派生する全国学力状況調査，新学習指導要領への移行，また，不登校の問題な

ど教育現場には様々な課題が山積している。このような中にあって私たちは，互いの力量を高め

るべく，研究・研修を組織し実践してきた。教育問題が多}咳にわたる今日，私たちの研究体制・

研究組織としてのとりくみが持つ意義を会員各自が再度自覚し，多様な教育的課題に対応できる

広い視野を持つための組織研究がさらに充実，発展するよう努めていきたい。

<東山梨教育協議会役員〉
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役職名 氏名

会長 丸山森人(日下部小）

副会長 雨宮貴(日下部小）古屋宏記(塩山南小）

事務局 中村英彦(松里小）［研究推進委員長・事務局長］

久保田英樹(勝沼小）［事務局次長］

丸山森人(日下部小）

奥山実(|｣－１梨南中）沼田光義(笛Ill中）丸田修身(神金小）津金猛(松里中）

雨宮貴(日下部小）

八巻登(山梨小）斉藤正人(神金小）中村精志(三富'1,）鈴木茂(日)||小）

古屋宏記(塩山南小）

倉田憲一(塩'11北中）中村英彦(松里小）那須丈彦(山梨南中）久保田英樹(勝沼小）

会計 那須丈彦(山梨南中）

錦髄 佐々木與比古(勝沼中）原喜雄(東雲小）中村裕司(玉宮小）


